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CD4 T細胞を介した免疫恒常性制御機構の解明

平　原　　　潔

（2017年 8月17日受理）

　CD4陽性T細胞は，多様な機能を有しており，生体における宿主防御に重要である。一方，
CD4陽性T細胞は，様々な炎症性疾患の病態形成に深く関与していることが明らかになってきた。
転写因子やサイトカインは，多様なCD4陽性T細胞の形成や維持に重要な役割を果たしている。
本総説では，CD4陽性T細胞の機能形成に関与する因子に焦点を当てる。なかでも，1型糖尿病や
気管支ぜんそくなど多くの免疫関連疾患の発症に関与している転写因子Bach2のCD4陽性T細胞
における機能を紹介する。さらに，抑制性のサイトカインである IL-27に関する最近の我々の研究
成果を紹介する。CD4陽性T細胞を介した免疫恒常性の維持機構を解明することによって，現在
治療法のない様々な難治性疾患に対する新たな治療法の開発が可能になると考えられる。
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